
令和７年度
主要事業報告

令和８年７月24日



～地域とともに、未来を創る～

令和７年度においては、円安の進行や関税問題、中東情勢の不安定化等、
国際情勢の変動により中小企業・小規模事業者の経営環境は大きく影響を
受け、さらに物価高の長期化や人手不足の深刻化により賃上げ対応が求め
られるなど、その厳しさは一層増しました。
このような状況の中、３年に１度の改選により、新たな役員・議員が選

任され、11月より窪田会頭を中心とした新体制が発足しました。
最重要課題である中小企業の「稼ぐ力」の強化を基本方針として掲げ、

ＡＩの活用支援をはじめとする先進技術の導入促進による課題解決に向け
た支援体制の構築を推進しました。

令和７年度においては、円安の進行や関税問題、中東情勢の不安定化等、
国際情勢の変動により中小企業・小規模事業者の経営環境は大きく影響を
受け、さらに物価高の長期化や人手不足の深刻化により賃上げ対応が求め
られるなど、その厳しさは一層増しました。
このような状況の中、３年に１度の改選により、新たな役員・議員が選

任され、11月より窪田会頭を中心とした新体制が発足しました。
最重要課題である中小企業の「稼ぐ力」の強化を基本方針として掲げ、

ＡＩの活用支援をはじめとする先進技術の導入促進による課題解決に向け
た支援体制の構築を推進しました。 



区分
会員数

(6年度末)
加入 退会

実質
増減

会員数
(7年度末)

法人
会員数 3,613 159 149 10 3,623

口数 14,535 579 409 170 14,705

個人
会員数 871 99 99 0 871

口数 1,342 181 145 36 1,378

団体
会員数 212 2 6 △4 208

口数 702 4 12 △8 694

小計
会員数 4,696 260 254 6 4,702

口数 16,579 764 566 198 16,777

特別
会員

会員数 561 47 45 2 563

口数 1,096 120 83 37 1,133

合計
会員数 5,257 307 299 8 5,265

口数 17,675 884 649 235 17,910

事項別状況

１．会員数・会員口数
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（単位：件・口）



事項別状況

１．会員数・会員口数

過去５年間の推移（参考）
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令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

会員数(件) 5,462 5,447 5,350 5,257 5,265

会員数(口) 18,114 18,125 17,815 17,675 17,910

会員数(件)増減 80 △ 15 △ 97 △ 93 8

会員数(口)増減 △ 35 11 △ 310 △ 140 235
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区 分 定 数 実 数

会 頭 1 1

副会頭 4 4

専務理事 1 1

常議員 43 43

監 事 3 3

理 事 4 1

計 56 53

区 分 定 数 実 数

１号議員 66 66

２号議員 45 45

３号議員 19 19

計 130 130

役員定数 議員定数

事項別状況

２．役員・議員定数
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（単位：名） （単位：名）



３．部会別会員数

事項別状況

部 会 名 令和７年度 令和６年度 増減

工業 641 657 △16

商業 822 829 △7

食品 253 267 △14

サービス業 949 926 23

情報メディア 244 226 18

不動産 218 214 4

運輸港湾 356 361 △5

建設工業 947 942 5

理財 272 274 △2

合計 4,702 4,696 6
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（一般会員のみ）

（単位：件）



会 議 名 回 数

議員総会 3

常議員会 6

会頭・副会頭会議 20

部会代表者会議 11

役員会議

４．会議開催状況

事項別状況
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部会
部 会 名 回 数

工業 25

商業 ６

食品 ６

サービス業 ７

情報メディア ８

不動産 ７

運輸港湾 ５

建設工業 ５

理財 ５

女性会・青年部

回 数

女性会 18

青年部 13



主 要 事 業
Ⅰ．政策提案・要望活動の展開

Ⅱ．会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

Ⅲ．中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

Ⅳ．人材の確保・育成支援

Ⅴ．組織・財政基盤の強化



政策提案・要望活動の展開Ⅰ. ＿＿＿＿＿



Ⅰ.政策提案・要望活動の展開

２．神奈川県予算・政策に関する
 要望活動

神奈川県に対し、県下14商工会議所
と連携した共通要望のほか、当所の独
自課題等について個別要望を行った。
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１．税制改正要望活動の強化

国会議員や神奈川県知事に対し、
「インボイス導入に伴う負担軽減措置
の延長について」「少額減価償却資産
の見直し」「所得控除等の見直しおよ
び改正」など19項目について要望を
行った。

県下14商工会議所会頭による要望活動

金融・税制委員会にて要望内容を審議



Ⅰ.政策提案・要望活動の展開
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４．幹線道路の整備促進

国土交通省、国会議員及び首都高速
道路(株)等に対し、川崎縦貫道路を含め
た首都圏広域幹線道路ネットワークの
早期実現について要望活動を行った。

３．川崎市予算における商工会議所
事業運営に関する予算要望活動

川崎市に対し、中小企業支援に向け
た補助金の予算要望を実施するととも
に川崎市議会各会派に対し、当所事業
への支援要望を行った。

三瓶専務理事より田邉経済労働局長へ
令和８年度予算要望書を手交

田中衆議院議員へ要望書を手交



会員ネットワーク構築・
ビジネスマッチングの推進Ⅱ. ＿＿＿＿＿



１．会員向けビジネスネットワークの促進

新たなビジネスチャンスの創出に向け、
様々な交流会を実施した。

Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

（２）テーマ設定型小規模交流会

（１）全会員ビジネス交流会
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場所 開催日 参加者 マッチング数

南部 当所会議室 ７月16日 131名（97社） 33組

北部 HOTEL ARU KSP 11月20日 102名（84社） 23組

開催日 参加者 テーマ

12月３日 44名 プロ野球の現場から考える人材育成

令和８年
２月６日

19名 出発進行！会議所交流トレイン

全会員ビジネス交流会（南部）

全会員ビジネス交流会（北部）

本年度より、南部と北部の２カ所開催とした。



Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

（４）士業交流会

１．会員向けビジネスネットワークの促進
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開 催 日 令和８年２月25日

参 加 者 数 59名（55社）

内 容
(1)当所利用案内
(2)自社紹介
(3)交流会

（３）新入会員ビジネス交流会

開 催 日 10月２日

参 加 者 数 63名

内 容
(1)当所利用案内
(2)交流会

新入会員ビジネス交流会

士業交流会



２．ネットワークを活かした
地域連携ビジネス支援

第10回氷見商工会議所との人事交流

Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進
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（１）益田商工会議所
交流事業特別委員会との意見交換会

（２）工業部会 第17回氷見寒ぶり懇親会

開催日 出席者数 内容

令和８年
２月６日

８名 最近の取組みについて

令和８年
３月23日

17名 遠隔診療に関する説明会・意見交換会

開催日 出席者数 内容

令和８年
１月22日

160名
浅野総一郎翁事績顕彰会、氷見商工会議所、
氷見市協力による氷見寒ぶり懇親会



Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

多様な業種の会員企業が参加し、各種会員
交流事業を実施した。

川崎異業種研究会ベトナム視察

定例会等開催回数 ９回

延  べ  人  数 161名

（３）川崎異業種研究会

２．ネットワークを活かした
地域連携ビジネス支援

（４）全国ものづくり受発注商談会
＆技術連携マッチング

（５）ザ・ビジネスモール

開 催 回 数 ３回

参加企業数 581社

新規登録企業数 ２社

通算登録企業数 165社
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大阪・神戸視察会



Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

３．海外展開に向けた取組み支援

2024年版ジェトロ世界貿易投資報告12

（２）海外からの訪問団受入
会 議 名 開 催 日

赤道ギニア・ビオコノルテ県商工会議所との懇談会 ８月22日

バングラデシュ人民共和国大使館との懇談会 令和８年１月21日

バングラデシュ人民共和国大使館への訪問 令和８年２月27日

総発給件数：4,578件
（内訳）日本産原産地証明：2,214件、外国産原産地証明：385件、

インボイス証明：560件、その他証明：1,419件

（３）貿易関係証明等の発給

（１）海外展開支援関係セミナー

名 称
ジェトロの世界貿易投資報告書から
見る世界のビジネス潮流

開 催 日 12月１日

参加者数 37名

備 考 当所、ジェトロ横浜共催

バングラデシュ大使館訪問

赤道ギニア訪問団来所

ジェトロ国際セミナー



４．市内名産品販路拡大支援

全国都市緑化かわさきフェア

Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

かわさき名産品 いいもの販売市 

開 催 日 11月29日

場 所 JR武蔵溝ノ口駅改札口前自由通路

出 店 数 16店

内  容 かわさき名産品等の販売

（１）Buyかわさきキャンペーン

各種イベントへの出店

イベント数 6イベント

出店延べ数 31店

（２）かわさき名産品認定事業
和  菓  子 33品

洋  菓  子 20品

その他食品 31品

工  芸  品 9品

合     計 93品13

かわさき名産品 いいもの販売市



５．川崎ものづくりブランド推進事業

Ⅱ.会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

第22回川崎ものづくりブランド認定

市内中小製造業等の優れた製品（3製品）
を新規認定し、市内外へ情報発信した。

認定合計：101件
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認定企業 認定製品

㈱つかさサンプル 本物よりも美味しそうな食品サンプル

㈱ピットロード プラモデル「スカイウェーブ」シリーズ

㈱マイルストーンジャパン ダウンザホールハンマー用エアースイベル

食品サンプル

プラモデル「スカイウェーブ」

エアースイベル



中小企業の持続的成長支援と
地域活性化の推進Ⅲ. ＿＿＿＿＿



１．経営改善普及事業の推進

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

   経営指導員の資格を持つ職員と経営支援担当職員を合わせた33名と51名の

専門相談員によるきめ細やかな相談指導等を実施した。

対象
企業

経営
革新

経営
一般

情報化 金融 税務 労働 取引
環境
対策

その他 合計

巡回指導 3,151 4,482 89 4 400 55 42 2 414 5,488

窓口指導 3,119 4,752 179 172 1,393 186 482 14 9 1,708 8,895

創業
(窓口・巡回)

45 59 2 14 1 0 9 85

合 計 6,315 9,293 270 176 1,807 242 524 16 9 2,131 14,468

（１）経営指導員による相談指導件数
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（単位：件）



１．経営改善普及事業の推進

※イメージ

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

（２）専門相談員による相談指導件数

対象
企業

経営
全般

創業
事業
計画

資金
法律
・

特許等
税務 労務

販路
・

取引

開発

技術
IT

情報化

生産
・

品質
管理

店舗
・

不動産
記帳

倒産
防止

その他 合計

窓口指導 193 29 1 1 113 53 16 1 1 1 216

巡回指導 86 20 2 1 4 3 14 1 162 12 219

合 計 279 49 1 3 113 54 20 4 15 1 162 13 435
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（単位：件）



令和６年度 令和７年度

件数 金額 件数 金額

小規模事業者
経営改善資金
(通称:マル経)

151 11億7405万 154 11億6270万

日本政策金融
公庫普通貸付

14 1億3950万 25 1億7160万

その他金融機関
（提携融資）

8 1230万 5 600万

合計 173 13億2585万 184 13億4030万

件数 金 額
件数
構成比

製造業 6 4,770万 3.9％

建設業 37 2億9790万 24％

卸売業 12 1億1910万 7.8％

小売業 23 2億2050万 14.9％

サービス
業

51 3億4880万 33.1％

飲食業 10 7000万 6.5％

その他 15 5870万 9.8％

合計 154 11億6270万 100％

１．経営改善普及事業の推進

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

（３）融資推薦及びあっせん
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２．スタートアップ支援

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進
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創業の基本まるわかりセミナー（経営革新セミナー）

開 催 日 10月21日

参加者数 29名

演 題
ゼロからでも安心！創業に必要
なステップをやさしく解説

創業相談件数

年度 件数

令和５年度 101

令和６年度 67

令和７年度 86 0

20

40
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80

100

120

令和5年度令和6年度令和7年度



３．事業承継支援

当所、川崎信用金庫、川崎市産業振興
財団、川崎市による「個別訪問指導」を
中心とした伴走型支援を実施した。

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

ＫＡＷＡＳＡＫＩ事業承継市場
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開 催 日 演 題

令和８年2月25日
人を動かす、事業承継後の組織づく
り実践セミナー 

個別訪問指導

セミナー

指導件数

59件（当所9、川信48、財団2、市0）

専門家による個別訪問指導を実施。



４．中小・小規模事業者デジタル化支援

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

（１）ITツール導入支援
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（２）情報セキュリティ対策支援（経営革新セミナー）

サービス開始日 ７月１日

提携実績 11社17ツール

申込実績 27事業所37ツール

「会員プレミアム/デジタルサービス」
会員限定で優待付きITツールの導入支援
を実施した。

開 催 日 令和８年３月24日

参加者数 47名

演 題
企業を守る！サイバーセキュリティ
最前線 ～知らないでは済まされない、
今すぐ始める実践的対策～

申込実績内訳
Money Forward 11

Google Workspace ９

PR TIMES ７

Freee会計 ４

ジョブカン勤怠管理 ３

キントーン(kintone) ２

Chatwork １

（単位：件）



５．商店街にぎわい創出支援

新たな賑わいの創出と地域振興の活性
化を図るため、商店街の集客イベント等
の地域活性化事業に対して１商店街あた
り３万円を上限に助成を実施した。

第3回川崎夜市

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

年度 件数

令和５年度 10

令和６年度 14

令和７年度 14

21

補助商店街名

民家園通り商店会 鹿島田商店会

モトスミ・オズ通り商店街振興組合 モトスミ・ブレーメン通り商店街振興組合

さぎ沼商店会 長沢商店会

柿生中央商店会 溝ノ口駅前商店街振興組合

川崎砂子会協同組居合 川崎銀座商業協同組合

たちばな通商店街振興組合 チネチッタ通り商店街振興組合 

中原区商店街連合会 協同組合武蔵小杉商店街

協同組合武蔵小杉商店街
第46回こすぎ花見市



６．経営者・従業員の福利厚生事業の拡充強化
中小企業の安定した福利厚生の向上に資するため、

各種共済、保険制度の普及等を行った。

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

共 済 制 度 令和８年3月末実績 令和７年３月末実績 増 減

特定退職金共済 307事業所(28,390口) 316事業所(28,818口) △9事業所（△428口）

生命共済 154事業所(522人) 119事業所(431人) 35事業所（91人）

アクサ生命各種共済 387件 387件 ±0件

神奈川県民共済 1,032件 1,118件 △86件

神奈川県福祉共済 882件 894件 △12件

所得補償共済 185事業所 194事業所 △9事業所

サイバー保険 ９事業所 15事業所 △6事業所

業務災害補償 667件 686件 △19件

ビジネス総合保険 443件 432件 11件

法定外労災保険 40事業所 43事業所 △3事業所

AIG損害保険 51件 57件 △6件

海外PL保険 ９件 ０件 9件

22

（１）各種共済制度



６．経営者・従業員の福利厚生事業の拡充強化

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

生命共済春のキャンペーン結団式

23

（２）優良産業人表彰

部 会 名 会 員 数

工業 55

商業 13

食品 1

サービス業 38

情報メディア 4

不動産 1

運輸港湾 48

建設工業 24

理財 50

合計 234

市内の優れた団体役員及び事業所従業員
の表彰を行った。

表彰式

記念講演会

表彰式

開催日 11月28日

記念
講演会

演題：わたしがフィールドに立ち
続けるためにした３つのこと

講師：元NECレッドロケッツ川崎
  塚田かおり 氏



７．地域活性化事業の推進

かわさき市民祭りや川崎みなと祭り
等を商店街や地域団体と連携し、地
域経済の活性化に取り組んだ。

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

（１）地域活性化イベントの実施協力

第45回かわさき市民祭り

開 催 日 10月12日・13日

会   場 川崎マリエン周辺・東扇島東公園

来場者数 17万人

24

川崎みなと祭り

かわさき市民祭り
開 催 日 11月１日～３日

会   場 富士見公園一帯

来場者数 59万人

第46回かわさき市民祭り開会式

第52回川崎みなと祭り



７．地域活性化事業の推進

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

第45回かわさき市民祭り

川崎みなと祭り

25

開催日 会 所 内容等

東芝野球部
壮行会

８月20日
川崎市役所
本庁舎
２階ホール

福田市長・草壁会頭挨拶、
推薦状交付、祝金贈呈、
花束贈呈 

（２）市内スポーツチーム連携協力

第96回都市対抗野球大会

市内スポーツチームへの協力

サポートカンパニーとして市内スポーツ
チームを応援した。

東芝野球部壮行会
第１回戦でJR東日本（東京都）と対戦し、善戦したものの惜敗し、
黒獅子旗の奪還はならなかった。



８．観光振興による地域活性化及び
  地域観光資源の活用

川崎市や川崎市観光協会と連携し
て、川崎の産業の歴史や魅力等の情
報発信に向け、「ようこそ！かわさ
き検定」の受験者数の増加に努めた。

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

（１）「ようこそ！かわさき検定」の施行

（２）「ようこそ！かわさき検定」合格者の集い
開催日 内 容 参加者数

８月22日
川崎臨港道路 東扇島～
水江町線 視察見学

36名

開催日 申込者数 受験者数 合格者数

令和８年
3月１日

90名 79名 51名

26

過去５年の受験・合格状況

106

69
86 92

79

71

50
59

45 51

67.0%
72.5% 68.6%

48.9%
64.6%

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

受験者 合格者 合格比率(%)



９．地域経済動向についての情報発信

各種施策を行う上で重要となる調
査の実施とその結果について発信し、
企業運営を支援した。

Ⅲ.中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進

（１）中小企業景況調査の実施・情報発信

（２）日本商工会議所LOBO調査

回 数 12回

対 象
会員企業8社
（全国322商工会議所2,448企業）

回 数 年4回（四半期毎）

対 象 会員企業80社

方 法 当所HP

27



人材の確保・育成支援Ⅳ. ＿＿＿＿＿



１．セミナー・講習会

経営革新セミナー

Ⅳ.人材の確保・育成支援

（１）経営革新セミナー

（２）会員Webセミナー
利用者数 7,172名

内 容
経営・法律・労務・税務
人材育成・各種補助金

時代に合った求められる人材の育成
を目的に、各種セミナー等を実施した。

開催回数 ６回

延べ人数 260名

（３）講習会支援

回 数 14回

延べ人数 274名28

主な補助団体

川崎市美容連絡協議会

中原建設連合会

中原区商店街連合会

下野毛工業協同組合

神奈川県理容生活衛生同業組合



２．社員の育成・能力開発支援

（１）新入社員教育研修会

ビジネススキルアップ研修会

Ⅳ.人材の確保・育成支援

開 催 日 ４月３～４日

参加者数 84名

内    容 ルール、マナー等ビジネスの基礎

（２）ビジネススキルアップ研修会
開 催 日 10月21日

参加者数 11名

演    題
信頼を築く為のコミュニケーション
「パワーハラスメント防止研修」

新入社員教育研修会

29

（３）東商ビジネススクール研修講座との連携

申込者数 11名

講座内容 約150に及ぶ「多彩なテーマ」

新入社員教育研修会

ビジネススキルアップ研修会



３．資格検定試験の実施

Ⅳ.人材の確保・育成支援

簿記検定試験
７年度 ６年度

1級 2級 3級 計 1級 2級 3級 計

リアル試験

受験者 467 179 453 1,099 442 281 691 1,738

合格者 79 37 174 290 45 64 215 324

合格比率 16.9％ 20.7％ 38.4％ 26.4％ 10.1％ 22.7％ 31.1％ 18.6％

ネット試験

受験者 3,859 8,133 11,992 3,503 7,750 11,253

合格者 1,264 3,318 4,582 1,295 2,956 4,251

合格比率 32.8％ 40.8％ 38.2％ 36.9％ 38.1％ 37.7％

珠算能力検定試験
７年度 ６年度

1級 2級 3級 計 1級 2級 3級 計

リアル試験

受験者 166 310 433 909 221 292 488 1,001

合格者 40 106 212 358 71 92 223 386

合格比率 24.1％ 34.1％ 49.0％ 39.4％ 32.1％ 31.5％ 45.6％ 38.5％

30
日本商工会議所検定事業表彰（受験者数拡大）
日商検定における受験者拡大（直近２年間）への貢献が認められ当所が表彰された。



Ⅳ.人材の確保・育成支援

４．人材確保支援

人材支援サービスの提供

「かわさき人事・労務110番」
会員限定で優待付き人材支援サービス
を提供した。

サービス開始日 10月１日

提携実績 ６社８ツール

申込実績 ５事業所６ツール

31

（単位：件）

タイミー ４

テンプスタッフ（人材派遣） １

テンプスタッフ（人材紹介） １

申込実績内訳



39

Ⅳ.人材の確保・育成支援

５．東京商工会議所大田支部との連携事業

（１）合同就職支援事業（人材確保支援セミナー）

開 催 日 令和８年２月26日

参加者数 60名

演 題
他社より条件が悪くても応募者殺到！
応募を４倍にする求人広告の作り方

（２）多摩川架け橋 出会い応援事業（婚活）

開 催 日 ９月６日

会 場 KCCIホール

参加者数 36名

マッチング数 ８組

32 多摩川架け橋出会い応援事業

人材確保支援セミナー



組織・財政基盤の強化Ⅴ. ＿＿＿＿＿



Ⅴ.組織・財政基盤の強化

1．第30期議員、役員の選任

１号議員66名・２号議員45名・３号議員19名を
選任すると共に、会頭・副会頭・常議員・監事等の
新役員を選任し、第30期新体制を発足した。

33

第30期記者発表

第30期体制発足

任 期 ３年

期 間
令和７年11月１日～
令和10年10月31日



３．財政基盤の強化

新規会員の獲得、会員の定着、退会防止等
会費収入の増収や各種共済制度の取扱手数料、
貸会議室収入などの収益事業の拡充を図り、
収入の安定化に努めた。

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

２．会員増強運動の展開

組織強化推進本部にて策定した計画をもとに、
会員増強運動を推進し、会員の組織率向上に商工
会議所全体で取組みを実施した。

34



４．部会活動の活性化

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

35

９部会、９分科会において部会員相互の
交流をはじめ、知見を広めるため講習会や
視察会等を通して、会員組織力の向上や商
工会議所のさらなる活力強化に向けた取組
みを支援した。



Ⅴ.組織・財政基盤の強化

５．委員会活動の活性化

委員会名 委員数

運営委員会 19

総合開発委員会 32

産業政策委員会 32

中小企業委員会 28

金融・税制委員会 25

商業流通委員会 27

川崎駅周辺再開発特別委員会 21

組織強化推進本部 17

36

８つの委員会等において、商工
会議所の事業活動における重要事
項について調査研究を支援した。 



Ⅴ.組織・財政基盤の強化

６．女性会・青年部活動の活性化

37

女性会では18回、青年部では13
回の会議や視察会等を通して商工
会議所の活力強化に向けた取組み
を支援した。



７．事務局の働き方改革とDX推進

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

38

（１）社用スマートフォンの導入

（３）AIの活用

（２）タブレットを活用したペーパーレス会議

10月より、全職員に1人1台のスマートフォンを支
給し、業務効率化、生産性向上等を実現した。

４月より順次、役員会議はじめ各種会議において、
タブレット端末を導入し、ペーパーレス化を推進した。

富士通が開発した最先端の生成AI技術を活用し、
窪田会頭自身の顔や声を模したAIエージェン
ト”Masackey-AI”による第30期記者発表や会員賀詞
交換会での会頭挨拶などを実施した。



７．事務局の働き方改革とDX推進

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

39

（５）事業の棚卸し

（４）オフィスカジュアルの導入

令和８年２月より、継続的な省エネルギーの
推進や快適な職場環境づくりを目的にオフィス
カジュアルを通年で導入した。

事業の効率的・効果的な実施を目的に、業務
プロセスの可視化を実施し、適正な人員配置や
業務分掌の見直しを図り、令和８年度からの円
滑な業務再編に向けて、事業の点検・評価を
行った。



８．GREEN×EXPO2027の機運醸成

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

40

（２）前売入場チケットの販売協力

（１）会頭による会場視察・記者発表

令和８年２月20日、窪田会頭は小林会頭
（日本・東京）、上野会頭（横浜）とともに、
広大な会場予定地を視察するとともに、記者
会見に臨み、経済界が先頭に立って機運醸成
を図る方針を表明した。

GREEN×EXPO2027開催１年前となる令和８
年３月19日からの前売入場チケット発売開始に
応じ、博覧会の周知とさらなる機運醸成を目的
に、常議員会・通常議員総会においてPR動画を
放映し、前売入場チケットの販売促進を行った。



９．KCCIホールの利用促進

予約管理の適正化及び備品料金の
見直しを行い、施設稼働率及び利用
収入の向上を図った。

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

（１）利用状況

平 日 休 日

会  員 384件 39件

一 般 205件 7件

合 計 589件 46件

（２）実施施策

KCCIホール

施策内容

・予約管理の適正化による稼働率向上

・マイク・プロジェクターなどの備品
料金の値上げによる客単価向上

41

令和７年度 令和６年度 令和５年度

29.1% 27.5% 20.3%

（３）年間稼働率



10．情報の収集・発信
商工会議所や地域、経済の多彩な

情報をSNSなどを活用した多様な媒
体でタイムリーな発信に努めた。

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

（１）機関誌「かいぎしょ」

発行日 毎月１日（年間10回）

発行数 １回 6,000 部

（２）Webかいぎしょ
掲載内容は、機関紙「かいぎしょ」のダイ
ジェスト版。（当所HP掲載）

（３）メールマガジン
配信日 毎月 15 日・末日（原則）及び随時

配信回数 24 回

42



10．情報の収集・発信

Ⅴ.組織・財政基盤の強化

（４）川崎経済記者クラブ利用状況

会員企業発表 25回

当所記者発表

（５）会員企業のプレスリリース
サポートサービス

共同通信PRワイヤーと提携
全国メディアへのプレスリリース配信サービスを提供

（６）SNS（ Instagram）

開設日：令和６年11月５日
フォロワー数：380人(令和８年３月31日 時点)

43

４回

・2025年 全川崎珠算競技大会の結果について

・川崎商工会議所「第30期体制」について

・川崎商工会議所 工業部会主催 第17回「新年氷見寒
ぶり懇親会」について（取材お願い）

・川崎商工会議所 第145回通常議員総会について



次年度に向けた課題と対応

１．これまでの要望内容に加え、具体的な波及効果や経済効果を示し、
説得力のある要望活動を展開していく。

２．国等への要望については、同様の要望活動を行っている、
行政や団体とも連携し要望活動を展開していく。

１．会員が最も期待している、会議所の持つネットワークの場の提供や
ビジネスマッチングの推進について強化を図る。

Ⅰ．政策提案・要望活動の展開

Ⅱ．会員ネットワーク構築・ビジネスマッチングの推進

１．現在、神奈川県下で最も多い経営指導員を配置し、相談業務を行っているが、
今後は、組織としてAIを活用し、情報の共有化はもちろん事務の効率化を図る。

２．中小企業がAIを活用するにあたっての支援体制を構築する。

Ⅲ．中小企業の持続的成長支援と地域活性化の推進



次年度に向けた課題と対応

１．中小企業のAI活用による生産性の向上や地域経済の基盤強化を進めるために、
中小企業のIT人材不足解消に向けたシニアIT人材とのマッチングに取組む。

１．会員増強に向け計画的な事業展開を行ってまいります。

２．AI活用を中小企業へ波及させるためにも商工会議所内のAI活用を推進する。

３．修繕積立金の計画的な積立を行っていく。

Ⅳ．人材の確保・育成支援

Ⅴ．組織・財政基盤の強化



インスタグラムにて当所主催セミナーやイベントなど、
経営に役立つ最新情報をお届けします。

インスタグラムにて当所主催セミナーやイベントなど、
経営に役立つ最新情報をお届けします。

ぜひフォローをお願いいたします。ぜひフォローをお願いいたします。
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